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第15期第6回常任理事会議事録

　日　時　昭和44年1月13日　15．OO～19．00

　場所気象庁予報部会議室
　出席者　山本理事長，大田，毛利，竹内，朝倉，岸
　　保，有住，小平，大井，神山，北川，各常任理事．

　列席者　須田理事

　報　告　庶務：

　1．12月26日，気象界（日中国交回復）連絡事務局から

12，055円寄付があった．

　2．12月25日，日本地球物理学連合～科研費配分委員
候補者として浅田（地震）礒野（気象）吉田（海洋）加

藤（地球電磁気）の各氏を推薦した．

　3．12月23日，中浅測器KKの可知平氏が黄綬褒賞を
受賞され．同社から藤原賞基金として20万円寄付された，

　4．6月28日学会が地方発明表彰受賞候補者として推

薦した穐田巌，川瀬二郎，中島正一，伊達一俊各氏の
「可燃性ガス容器の自然発火の防止」の発明考案に対
し，11月1一日発明協会から表彰された．、

　地物研連学会連合：1．Joumal　of　Geophysicsの出

版が今年度は中止になったので，集誌のアブストラクト

掲載も自然解消となった．

正968年2月

　2．44年度科研費補助金配分審査委員候補者として，

第1段審査委員9名，第2段審査委員2名を推薦した．
　天気：短報欄に大学の卒論に関連するようなものを載

せたら読者層も増すのではないかという意見があった．

　講演企画：講演申込用紙に，必要と思われるときは・

希望部門をくわしく書くように注意を付加えた．

　須田理事：外国文献のリプリソト刊行の中問報告があ

った．

　議　題　議決事項

　1．名誉会員の推薦について
　評議員会の答申を尊重し推薦の手続を進める・

　2．国際数値予報シンポジウムのプ・シーデイング刊
行について：増し刷の方法により研究者に廉価で頒布す

る方針とし，気象庁と打合わせ計画をする．

　3．その他
　気象庁，大学などの定員削減に関連し，気象事業およ

び研究の整備拡充を関係官庁に要望することについて準

備を進める．

　承認事項　木内佐知子外18名の入会を承認する・
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